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１．2027年４月期第１四半期の連結業績（2026年５月１日～2026年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年４月期第１四半期 1,726 4.8 △65 ― △62 ― △46 ―
2026年４月期第１四半期 1,646 △3.7 △17 ― △1 ― △6 ―

(注) 包括利益 2027年４月期第１四半期 △33百万円( ―％) 2026年４月期第１四半期 △1百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年４月期第１四半期 △3.09 ―
2026年４月期第１四半期 △0.43 ―

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年４月期第１四半期 5,966 5,198 87.1
2026年４月期 6,223 5,337 85.8

(参考) 自己資本 2027年４月期第１四半期 5,198百万円 2026年４月期 5,337百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年４月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
2027年４月期 ―
2027年４月期(予想) 0.00 ― 7.00 7.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年４月期の連結業績予想（2026年５月１日～2027年４月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,860 10.7 460 17.4 475 10.8 315 7.6 21.13

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年４月期１Ｑ 17,464,000株 2026年４月期 17,464,000株

② 期末自己株式数 2027年４月期１Ｑ 2,466,747株 2026年４月期 2,462,747株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年４月期１Ｑ 14,998,095株 2026年４月期１Ｑ 15,679,470株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の数値は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の前提と

なる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、堅調な企業収益、雇用・所得環境の改善、旺盛なインバウン

ド需要などがみられ、景気は緩やかな回復基調が継続しているものの、エネルギー価格や消費者物価の上昇、中東

の不安定な情勢などにより、先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

このような環境の中、当社は、景気動向に左右されにくい葬祭市場に対し、遺影写真等画像映像のデジタル加工

や通信出力サービスを主に提供するフューネラル事業、１冊から本格的写真集という新しい写真のアウトプット手

法を提案するフォトブック事業、空中結像という今までにないユニークな技術で、新しい市場を創造し、夢の実現

を目指す空中ディスプレイ事業、それぞれに位置づけや特色が異なる三つの事業を展開してまいりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。各セグメントの業績数値にはセグメント間の内部売上を含んでおり

ます。

なお、当第１四半期連結会計期間より、連結子会社の所属セグメントをフォトブック事業から空中ディスプレイ

事業に移管しております。この移管は、連結子会社に対するマネジメント体制を変更したことに伴うものでありま

す。

前年同期比較につきましては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しておりま

す。

（フューネラル事業）

当事業におきましては、自社営業による新たな葬儀社との契約獲得は堅調であったものの、全国的な葬儀施行

件数の減少傾向は継続しており、主力である遺影写真加工収入が前年同四半期比で減少を余儀なくされました。

また、葬儀演出コンテンツや葬儀社向けDXサービス「tsunagoo」からの売上は順調に伸長したものの、ハードウ

ェア売上が厳しい結果となりました。

６月に開催された展示会「フューネラルビジネスフェア2026」に出展し、生成AIコンテンツ「Dear Song」など

葬儀空間を演出する新商品をリリースしたほか、葬儀社向けVR教育コンテンツ「バーチャル葬儀トレーニング」

を発表いたしました。また、同じく６月にペット葬儀・霊園事業を譲受け、事業運営を開始いたしました。

利益面につきましては、遺影写真加工収入の減少が響くとともに、人件費やクラウドサービス利用料の増加、

ペット葬儀・霊園事業譲受けに伴う手数料の発生もあり、セグメント利益は苦戦いたしました。

以上の結果、売上高は764,379千円（前年同四半期比100.5％）、セグメント利益は55,730千円（前年同四半期

比56.0％）となりました。

（フォトブック事業）

当事業では、プロフェッショナル写真家向け市場は「アスカブック」、一般消費者向け市場は「マイブック」

ブランドで展開しております。また、スマートフォンで撮影された写真からフォトブックや写真プリントをOEM供

給しております。

プロフェッショナル写真家向け市場では、挙式の小規模化や写真のデジタル化指向など厳しい環境にあるもの

の、競合先撤退を契機とした新規契約獲得や、BPO型業務代行サービスの伸びなどにより順調に推移いたしまし

た。取り組みといたしましては、「PHOTONEXT2026」へ出展し、新製品や業務効率化ソリューションを紹介いたし

ました。

一般消費者向け市場においても、厳しい環境が継続している中、自社ブランド「マイブック」、OEMとも売上は

前年同四半期比減少を余儀なくされました。施策としましては、新製品のリリース、各種キャンペーンの実施、

写真集発注用ソフトウェアMyBookEditorのリニューアルなどを進めてまいりました。また、「第５回推し活

EXPO」に出展し、推し活向けオンディマンドグッズの提案を行いました。

利益面につきましては、原材料価格の上昇に加えて、新型印刷機の稼働による減価償却費の増加、東京支社移

転準備に伴う二重家賃の発生、広告宣伝費の増加などにより、セグメント利益は減少いたしました。

以上の結果、売上高は863,110千円（前年同四半期比107.5％）、セグメント利益は111,761千円（前年同四半期

比79.7％）となりました。
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（空中ディスプレイ事業）

当事業は、空中結像技術を用いた新しい画像・映像表現により市場を創造することを目指しており、独自技術

により空中結像を可能にする「ASKA3Dプレート」について、販売およびライセンス供与を行っております。また、

エンターテインメント分野として、連結子会社である株式会社BETにおいてVtuber事務所を運営しているほか、XR

技術を活用したイベントを開催しております。

ガラス製ASKA3Dプレートにつきましては、「浮空ライブシリーズ」など高付加価値パッケージとして観光・エ

ンタメ・教育機関などへの提案を進め、前年同四半期を上回る実績となりました。樹脂製ASKA3Dプレートにつき

ましては、ライセンス供与先の中国企業が生産体制の構築に向けた準備を進めている段階状況です。能動系など

新技術につきましては、特許申請および検証を進めるとともに、ライセンス供与先の模索も行っております。株

式会社BETでは、既存ライバーの活性化策を推進するとともに、アメリカでの事務所設立、男性ライバー事務所運

用など新しい取り組みにも挑んでまいりました。また、XRイベント「マリネdeみーと」を定期的に開催するほか、

自社主催イベント「第３回おりづるVTuberフェス」の準備を進めてまいりました。

損益面につきましては、５月末をもって技術開発センターを閉鎖することにより、固定費を削減したほか、案

件管理強化による粗利率の確保に加え、展示会出展抑制による広告宣伝費の減少などにより、セグメント損失は

縮小いたしました。

以上の結果、売上高は101,075千円（前年同四半期比118.6％）、セグメント損失は72,026千円（前年同四半期

は93,762千円の損失）となりました。

以上の結果、売上高は1,726,064千円（前年同四半期比104.8％）となり、利益面につきましては、フューネラル

事業およびフォトブック事業でのセグメント減益の影響が大きく、また東京支社移転準備に伴う二重家賃の発生や

中東リスクに派生した想定外の原材料の値上げもあり、経常損失は62,806千円（前年同四半期は1,964千円の損

失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は46,353千円（前年同四半期は6,700千円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ256,890千円減少し、5,966,432千円とな

りました。これは主に、現金及び預金が271,137千円減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ117,902千円減少し、767,690千円となり

ました。これは主に、未払法人税等が73,589千円、賞与引当金が90,142千円それぞれ減少したことによるものであ

ります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ138,987千円減少し、5,198,742千円と

なりました。これは主に、剰余金の配当105,008千円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年６月９日に発表いたしました2027年４月期連結業績予想については、現時点において変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,388,204 1,117,066

受取手形及び売掛金 846,243 805,329

商品及び製品 360,499 354,064

仕掛品 39,716 41,469

原材料及び貯蔵品 107,168 113,793

その他 92,861 77,327

貸倒引当金 △7,414 △7,260

流動資産合計 2,827,279 2,501,789

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 713,607 711,667

機械装置及び運搬具（純額） 475,190 477,928

土地 844,060 850,395

建設仮勘定 5,753 8,200

その他（純額） 156,484 153,838

有形固定資産合計 2,195,095 2,202,031

無形固定資産

のれん 221,758 225,611

その他 185,945 220,577

無形固定資産合計 407,703 446,189

投資その他の資産

投資有価証券 396,434 414,671

繰延税金資産 221,209 230,670

その他 175,600 171,079

投資その他の資産合計 793,244 816,421

固定資産合計 3,396,043 3,464,642

資産合計 6,223,323 5,966,432
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 157,474 142,815

未払金 214,428 229,541

未払法人税等 81,790 8,200

前受金 6,593 3,345

賞与引当金 188,945 98,802

その他 233,585 269,679

流動負債合計 882,817 752,385

固定負債

退職給付に係る負債 2,775 2,129

その他 ― 13,176

固定負債合計 2,775 15,305

負債合計 885,593 767,690

純資産の部

株主資本

資本金 490,300 490,300

資本剰余金 609,018 609,018

利益剰余金 5,430,753 5,279,391

自己株式 △1,251,533 △1,251,533

株主資本合計 5,278,539 5,127,176

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 59,190 71,565

その他の包括利益累計額合計 59,190 71,565

純資産合計 5,337,729 5,198,742

負債純資産合計 6,223,323 5,966,432
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年５月１日
至 2025年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年５月１日
至 2026年７月31日)

売上高 1,646,971 1,726,064

売上原価 931,795 998,988

売上総利益 715,176 727,076

販売費及び一般管理費 732,998 792,566

営業損失（△） △17,821 △65,490

営業外収益

受取利息 913 1,050

受取配当金 1,225 1,550

為替差益 2,141 38

保険金収入 11,082 ―

その他 572 64

営業外収益合計 15,935 2,703

営業外費用

自己株式取得費用 73 ―

その他 4 19

営業外費用合計 78 19

経常損失（△） △1,964 △62,806

特別利益

固定資産売却益 ― 4,434

特別利益合計 ― 4,434

特別損失

固定資産売却損 ― 936

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 936

税金等調整前四半期純損失（△） △1,964 △59,309

法人税、住民税及び事業税 4,736 △12,955

法人税等合計 4,736 △12,955

四半期純損失（△） △6,700 △46,353

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △6,700 △46,353
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年５月１日
至 2025年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年５月１日
至 2026年７月31日)

四半期純損失（△） △6,700 △46,353

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,287 12,374

その他の包括利益合計 5,287 12,374

四半期包括利益 △1,412 △33,979

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,412 △33,979
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2025年５月１日 至 2025年７月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

フューネラル
事業

フォトブック
事業

空中ディス
プレイ事業

計

売上高

外部顧客への売上高 760,846 800,920 85,204 1,646,971 ― 1,646,971

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 2,190 ― 2,190 △2,190 ―

計 760,846 803,110 85,204 1,649,162 △2,190 1,646,971

セグメント利益
又は損失（△）

99,549 140,245 △93,762 146,032 △163,853 △17,821

(注) １ セグメント利益の調整額△163,853千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２ セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

当第１四半期連結累計期間(自 2026年５月１日 至 2026年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

フューネラル
事業

フォトブック
事業

空中ディス
プレイ事業

計

売上高

外部顧客への売上高 764,379 860,608 101,075 1,726,064 ― 1,726,064

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 2,501 ― 2,501 △2,501 ―

計 764,379 863,110 101,075 1,728,565 △2,501 1,726,064

セグメント利益
又は損失（△）

55,730 111,761 △72,026 95,465 △160,956 △65,490

(注) １ セグメント利益の調整額△160,956千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２ セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、連結子会社の所属セグメントをフォトブック事業から空中ディスプレイ事業に

移管しております。この移管は、連結子会社に対するマネジメント体制を変更したことに伴うものであります。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につきましては、変更後の報告セグメントの区分に基づき作

成したものを記載しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年５月１日
至 2025年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年５月１日
至 2026年７月31日)

減価償却費 68,546千円 83,623千円

のれんの償却額 9,641千円 10,107千円


